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幼児の突通事竣妙最近特に目立学ぎます。このほどプ突通道徳を身

につけさせようと泉保育所で、交通安全教室を開きました。実際に

道路に出て横断歩道の渡り方の指導をうけ、お巡りさんの「車が来

ないか安全を確めて、手を上げて渡ろうねJlこ「はーし ~Jと元気な声O
見て覚えるよりは、まず体験。

車社会となっている昨今、こういった幼い頃からの指導の積み重

ねが大切な気がします。
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初
議
会
で
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

し!村
た 1議 j村
0 ・会i議
がj会
四i議
月i員
四!の
日i改
に!選

関i後
iJ:.. !、

れ i初
ま!の

今
回
の
村
議
会
で
は
、
正
・
副

議
長
を
は
じ
め
総
務
、
文
教
厚

生
、
経
済
土
木
の
所
属
常
任
委
員

会
や
、
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組

合
議
会
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り

ま
し
た
。
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そ
の
結
果
、
議
長
に
は
佐
久
間

倉
太
氏
、
副
議
長
に
は
佐
久
間
安

蔵
氏
の
両
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
月
は
、
こ
れ
か
ら
四
年
間
に

わ
た
っ
て
村
づ
く
り
に
ご
活
躍
さ

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J
1
1
1
1
1
 

れ
ま
す
議
員
時
名
の
み
な
さ
ん

に
、
趣
味
や
抱
負
を
一
言
伺
い
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
ξ
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議

長
佐

久

間

倉

太

①
岩
法
寺
字
道
筋
日

②
印
歳

③
総
務
常
任
委
員

④
読
書

⑤
未
来
を
拓
く
決
断
と
行
動
に
よ
り
、

福
島
空
港
の
実
現
を
は
か
る
。

副
議
長
佐

久

間

安

蔵

①
北
須
釜
字
中
ノ
内

m

@ω
歳

③
総
務
常
任
委
員

④
書
道
、
写
真

⑤
福
島
空
港
建
設
の
イ
シ
パ
ク
ト
を
活

用
し
て
、
企
業
誘
致
、
周
辺
整
備
、
都

市
計
画
導
入
に
よ
る
地
域
の
大
発
展
構

想
の
推
進
、
教
育
文
化
、
福
祉
の
充
実

を
進
め
、
豊
か
な
活
力
に
満
ち
た
近
代

的
ま
ち
守
つ
く
り
を
進
め
た
い
。

1 

出
一
小

好多

次

穂、

①
高
須
釜
字
長
内
訂
の

1

②
初
歳

③
文
教
厚
生
常
任
副
委
員
長

④
ス
ポ
ー
ツ

⑤
文
教
厚
生
の
分
野
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
広
く
み
な
さ
ん

の
声
と
意
向
を
聞
き
な
が
ら
住
民
の
福

祉
と
生
活
向
上
の
た
め
に
、
叉
、
住
み

良
い
村
づ
く
り
の
た
め
に
微
力
な
が
ら

頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す。

2 

塩

征

二

郎

回

①
四
辻
新
田
字
村
中
山

@
付
歳

③
経
済
土
木
常
任
委
員

④
政
経
読
書

⑤
玉
川
村
百
年
の
大
計
を
創
造
す
る
議

員
の
改
選
に
当
っ
て
、
議
会
議
員
の
一

員
と
な
り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
私
は
、
こ
の
任
期
を
通
し
て
格
差
の

な
い
調
和
の
と
れ
た
村
政
運
営
の
為
に

叉
、
ス
マ
ー
ト
な
議
会
人
と
な
れ
る
よ

う
に
微
力
な
が
ら
尽
力
し
た
い
。

3 

須

謹

之

藤

①
川
辺
字
武
道
関

②
日
歳

③
総
務
常
任
委
員

④
魚
釣
り
、
盆
栽

⑤
村
民
各
位
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り

村
議
会
議
員
に
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き

誠
に
有
難
く
感
謝
申
し
上
げ
、
農
産
業

の
振
興
と
農
道
の
整
備
、
企
業
の
誘
致

促
進
、
人
口
増
加
な
ど
の
実
現
に
全
議

員
と
英
知
を
結
集
し
て
誠
心
誠
意
努
力

致
し
ま
す
。

4 

5頁

霊

藤

金

①
川
辺
字
和
尚
平
Mm

②
M
歳

③
経
演
土
木
常
任
委
員

④
狩
猟

⑤
こ
の
度
の
議
会
選
に
立
候
補
し
、
村

民
各
位
の
ご
支
援
を
受
け
初
当
選
致
し

感
無
量
で
す
。
議
会
経
験
は
初
め
て
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
一
生
懸
命
勉
強
し
、

住
民
の
皆
様
方
の
ご
指
導
を
賜
り
な
が

ら
取
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
の
で
、
皆

様
の
尚
一
層
の
ご
指
導
を
お
願
い
致
し

ま
す
。5 

材申

枝

金

作

①
北
須
釜
字
遠
舘
石
ぬ
の

2

②

ω歳

〈
次
頁
へ
〉
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〈
次
頁
よ
り
〉

③
経
済
土
木
常
任
委
員

④
な
し

⑤
地
域
格
差
の
な
い
、
地
域
住
畏
が
安

心
し
て
働
け
る
職
場
作
り
に
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

車

国

次

失

6 

①
小
高
字
西
屋
敷
お

②
幻
歳

③
総
務
常
任
委
員

④
ス
ポ
ー
ツ

⑤
発
想
転
換
と
実
践
を
基
本
と
し
て
、

玉
川
村
の
未
来
を
築
く
た
め
努
力
致
し

ま
す
。
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章

重十

勇

7 

、、
••••• 

，
 

，，
 

①
中
字
下
谷
地
必
の

3

②
臼
歳

③
経
済
土
木
常
任
副
委
員
長

④
書
写
ハ
も
の
ま
ね
程
度
〉
、

ベ
り

お
し
ゃ

⑤
私
は
今
回
の
選
者
訟
を
通
じ
て
一
票

の
重
み
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。
支
持
者

の
皆
々
様
の
御
心
労
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。
当
選
で
き
た
上
は

二
十
一
世
紀
に
向
っ
て
M

飛
躍
と
展
望

の
あ
る
村
政
実
現
H

と
い
う
公
約
実
現

の
た
め
精
一
杯
頑
張
る
決
意
で
す
。

8 

塩

車
問

沢

金

①
北
須
釜
字
遠
舘
石
W

@
日
歳

③
文
教
厚
生
常
任
委
員
長

④
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
旅
行

⑤
空
港
建
設
と
周
辺
開
発
で
村
の
発
展

を
は
か
り
、
道
路
網
の
改
良
整
備
〈
生

活
道
路
と
通
学
道
路
を
重
点
〉
や
農
地

の
基
盤
整
備
を
進
め
る
。
ま
た
、
教
育

施
設
の
整
備
(
特
に
泉
、
須
釜
中
学
校

の
改
築
等
を
重
要
課
題
)
や
村
内
の
企

業
育
成
及
び
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
。

9 

同

音B

角

①
竜
崎
字
椛
屋
川
山

②
む
歳

③
総
務
常
任
委
員
長
'

し
れ
い

④
議
員
た
る
人
は
砥
醸
の
必
要
か
ら
書

籍
を
読
む

⑤
私
は
、
話
の
内
容
的
な
結
論
を
先

に
、
理
由
は
後
に
す
る
の
が
コ
ツ
。

し
た
が
っ
て
言
葉
の
始
め
は
「
私
」
で

や
る
と
言
葉
が
ぞ
ん
ざ
い
に
な
ら
な
い

の
で
、
私
は
そ
う
し
て
ゆ
き
た
い
。

11 

針

武

夫

‘、
-
E

・E・-
，，，
 

①
中
字
天
神
5

③

ω蔵
③
文
教
厚
生
常
任
委
員

④
将
棋

⑤
村
民
に
楽
し
み
の
種
を
蒔
き
、
蒔
い

て
は
末
に
運
を
待
つ
。

12 

隆

次

、、
--EE

，
 

，，
 

手本

①
竜
崎
字
椛
屋
川

②

ω歳
③
文
教
厚
生
常
任
委
員

④
園
芸

⑤
私
は
こ
の
度
再
び
当
選
い
た
し
初
心

に
帰
り
、
皆
さ
ん
た
ち
と
村
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
と
な
り
、
ニ
イ
一
世
紀
に
向

っ
て
幸
福
で
住
み
良
い
、
豊
か
な
活
力

に
満
ち
た
健
康
な
る
村
づ
く
り
の
た
め

に
、
議
員
と
し
て
一
生
懸
命
努
力
致
し

ま
す
。13 

佐

藤

男

①
蒜
生
字
栗
木
内
H
M

②
お
歳

③
文
教
厚
生
常
任
委
員

④
特
に
な
し

⑤
玉
川
村
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
時
期

に
な
る
こ
の
四
年
間
は
、
今
迄
以
上
に

多
く
の
情
報
を
提
供
し
、
村
民
の
皆
さ

ん
の
知
恵
を
借
り
な
が
ら
文
字
通
り

「
関
か
れ
た
村
政
」
を
基
本
に
、
村
民

の
暮
ら
し
ゃ
福
祉
、
各
種
の
権
利
を
守

る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

14 

田

孝

z企z
，思

境

①
吉
字
上
ノ
前
日
の

2

②
日
歳

③
総
務
常
任
副
委
員
長

④
読
書
、
花
木

⑤
村
民
の
戸
を
村
政
に
。
村
民
人
口
の

増
加
を
図
り
、
工
場
誘
致
の
実
現
、

2

.
3
男
が
定
住
で
き
る
宅
地
造
成
を
行

い
、
安
価
な
分
譲
対
策
を
講
じ
て
ま
い

り
た
い
。15 

章

奥

野

義

①
岩
法
寺
字
方
丈
山
川

②
邸
歳

③
経
済
土
木
常
任
委
員
長

④
読
書
ハ
歴
史
も
の
)

⑤
空
港
建
設
に
伴
い
村
が
大
き
く
発
展

す
る
の
が
期
待
で
き
る
時
、
生
活
道
路

の
一
一
層
の
整
備
と
教
育
文
化
の
充
実
、

青
年
が
希
望
の
持
て
る
農
業
基
盤
を
整

備
し
、
商
工
業
の
発
展
と
身
障
者
や
老

人
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
住
民
福

祉
を
推
進
し
、
地
域
格
差
の
な
い
村
づ

く
り
に
全
力
を
尽
く
す
。

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
敬
称
は
略
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
議
席
番
号
は
、
当
選
回
数
及

び
年
齢
の
若
い
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。



小山田伸さん

昭
和
五
十
九
年
度
・
の
村
の
予
算
も
決

ま
り
、

ー村
。
つ
く
り
の
指
針
に
そ
っ
て
村

政
も
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
昭
和
五
十
九
年
度
の
行

政
区
長
が
決
ま
り
、
そ
の
初
顔
合
せ
で

あ
る
区
長
会
が
四
月
十
日
午
後
一
時
か

ら
役
場
北
庁
舎
で
開
か
れ
ま
し
た
。

村
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
各
行
政
区

長
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
乙
の
席
上

区
長
会
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

区
長
さ
ん
に
は
忙
し
い
仕
事
の
片
わ

ら
向
う
一
年
間
に
わ
た
っ
て
、
村
と
村

民
と
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
地
域
の

区長会会長に

み
な
さ
ん
を
は
じ
め
大
変
お
世
話
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
あ
わ
せ
て
御
活

躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

区
長
会
役
員
に
選
出
さ
れ
た
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。

区
長
会
会
長

小

山

田

伸

(

小

高

区

長

)

区
長
会
副
会
長

増

子

忠

義

(

南

須

釜

区

長

)

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

三

吉

重

敬

(

竜

崎

区

長

)

北須釜区長

鈴木豊吉さん

南須釜区長
増子忠義さん

。
須釜支所
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鏡
石
町
の
関
根
さ
ん
(
小
高
出
身
)

桜
の
名
所
で
も
あ
る
乙
字
ケ
滝
公
園

に
、
こ
の
ほ
ど
立
派
な
ベ
ン
チ
四
基
が

贈
ら
れ
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
ぴ
て

の
贈
り
物
に
竜
崎
区
役
員
の
方
を
ほ
じ

め
関
係
者
か
ら
大
変

感
謝
さ
れ
て
い
ま

す。
こ
の
寄
贈
主
は
小

高
字
西
屋
敷
出
身
で

鏡
石
町
成
田
に
お
住

ま
い
の
関
根
ト
ク
さ

ん
(
河
歳
〉
。
滝
見
不

動
尊
祭
が
行
わ
れ
た

四
月
八
日
に
氏
子
の

み
な
さ
ん
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

関
根
さ
ん
は
現

在
、
悠
々
自
適
の
生

活
を
送
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
「
子
供
た
ち
五

人
を
女
手
一
つ
で
育

て
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
地
域
の
み

な
さ
ん
の
お
か
げ
」

と
恩
返
し
も
込
め

て
、
こ
の
寄
贈
を
思

11山川111川11111111綱 1984.5 川 1111111111州

い
た
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
花
見
や
観
光
で
訪
れ
る
人

た
ち
に
大
い
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

山

春

の

訪

れ

を

告

げ

る

川

…

念

仏

踊

り

山

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
南
須
釜
・
ム

仏
踊
り
げ
れ
、
四
月
一
日
東
福
寺
境
市

川
で
披
露
さ
れ
‘
大
勢
の
見
物
人
が
一

め
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
白
山

川
薬
師
堂
の
屋
根
の
ふ
き
替
え
工
事
爪

川
落
慶
式
と
、
薬
師
様
の
三
十
三
年
間

川

由

い

ひ

川

川
一
一
凶
の
ご
開
扉
に
あ
た
る
日
で
も
南

川
り
、
護
摩
が
た
か
れ
、
供
養
さ
れ
企

川

し

た

。

川

あ
で
や
か
な
衣
装
に
身
を
つ
つ
p

川
だ
少
女
た
ち
が
舞
う
念
仏
踊
り
に
、

i
l
o
l
l

i

-

-

;

1

1

1

1

1
1

1

1

1
1
1

1

1

1

かね

綴
護
法一

、
惣
-
-A

必
J

盛
観
可
鴫
向調
躍
闘
翠

川
見
物
人
も
し
ば
し
う
っ
と
り
。
鉦
の

議
拘
ノ
謝

-険
金
育

審

議

腿

理

川

聞
酒
線
開
察
手
、
ι
日
陰
民
主
事
J

リ暴
露
〓
醤
困
層
?
、

川
音
と
手
に
持
つ
綾
竹
の
音
が
快
よ
く

観

γ
一

忠

雄

額

融

醗

襲

あ

川

川
境
内
に
響
き
わ
た
り
、
参
観
人
は
春
闘
憲
瞬
制
覇
総
鴎

降

臨

調

欝

川
一
番
の
縁
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
・
開
副
闘
関
脇
脳
協
眠
圃
盟
国
現
略
陽
極

川
た
。

ん

州

大

、

川

川

根

川

関+品
川
真
川
樗
川
チ

州

刷

、

/

酬

ベた
馴
れ
酬

占

C

川

川

置

川
設
川

内

川

園

川
公

酬

滝

川
ケ

州

字

川
乙
川

新
入
生
の
ぬ
り
絵

コ
ン
ク
ー
ル

川
辺
郵
便
局
の
待
合
所

川
辺
郵
便
局
の
待
合
所
に
は
、
今

年
新
入
生
と
な
っ
た
児
童
の
ぬ
り
絵

が
一
向
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
窓
口

に
来
た
人
た
ち
の
自
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。

こ
の
ぬ
り
絵
の
展
示
は
、
簡
易
保

険
ぬ
り
絵
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
村
内
の
児
童
必
名
が

出
品
し
ま
し
た
。

な
か
に
は
、
孫
の
作
品
を
わ
ざ
わ

ざ
見
に
く
る
人
も
い
る
そ
う
で
、
参

加
者
全
員
に
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た。

冗
気
い
っ
ぱ
い

旗
持
ち
入
学
式

?やかな衣装で見事な踊りを披露

川
辺
小
学
校
の
恒
例
行
事
と
な
っ

て
い
る
旗
持
ち
入
学
式
が
、
四
月
六

日
の
朝
、
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し

た。
こ
の
日
の
丸
の
旗
を
持
っ
て
登
校

す
る
と
い
う
な
ら
わ
し
は
戦
後
一
時

途
絶
え
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

戦
前
か
ら
続
い
て
い
る
伝
統
行
事
に

な
っ
て
お
り
、
入
学
式
当
日
の
朝
に

は
必
ず
見
ら
れ
る
風
景
と
な
っ
て
い

ま
す
。今
年
も
新
入
生
(
二
十
一
名
)
が

八
幡
神
社
で
お
は
ら
い
を
受
け
た

後
、
全
校
生
が
手
製
の
旗
を
手
に

し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
登
校
し
ま
し

た。

展示されている児童によるぬり絵

手に手に旗を持ち、これから登校
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私
た
ち
を
と
り
ま
く
消
費
生
活
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
ト
ラ
ブ
ル

を
お
こ
す
要
因
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す。
商
品
に
対
す
る
確
か
な
自
を
育

て
、
豊
か
で
快
適
な
生
活
を
過
ご
す

た
め
に
少
し
だ
け
自
分
の
時
間
を
も

っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
0

・

今
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
消
費
生

活
通
信
講
座
生
を
募
集
し
て
い
ま

す。
身
近
な
衣
食
住
に
関
す
る
こ
と
か

ら
商
品
知
識
、
生
活
設
計
ま
で
消
費

生
活
の
基
礎
知
識
を
手
軽
に
家
庭
で

勉
強
で
き
ま
す
。
あ
な
た
忘
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
0

・
募
集
人
員
日
名

圃

受

講

料

無

料

園
学
習
方
法
定
期
的
に
テ
キ
ス
ト

や
資
料
を
配
布
し
ま

す。昭
和
的
年
7
月
J
昭

和

ω年
2
月

昭
和
田
年
5
月
1
日

J
5
月
抗
日

過
去
に
一
度
も
通
信

講
座
を
受
講
し
て
い

な
い
日
歳
以
上
の
か

ιん
。
役
場
企
画
課

聞11川

-
学
習
期
間

国
募
集
期
間

回
受
講
資
格

圃
申
し
込
み

(
管

3
1
0
1
内
線
必
〉

ハ
ガ
キ
叉
は
電
話
で
ど
う
ぞ
。

昨
年
度
、
講
座
を
受
け
ら
れ
た
方

の
中
か
ら
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま

す。?
受
講
生
の
声

県
消
費
者
物
価
モ
ニ
タ
ー

金
沢
さ
ん
に
委
嘱金沢リマコさん (39)

小高字肉久保

昭
和
的
年
度
の
県
消
費
者
物
価
モ

消
費
生
活
通
信
講
座
を
受
講
し
、
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
衣
・
食
・
住
は
毎

日
の
大
切
な
暮
ら
し
で
す
。
そ
の
暮
ら

し
に
大
切
な
情
報
や
知
恵
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
か
ら
で
す
。
特
に
私
の
よ
う

な
若
い
人
た
ち
に
は
進
ん
で
参
加
し
、

か
し
こ
い
消
費
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

中・駒木根キヨさん

と
て
も
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

日
常
生
活
の
中
で
何
と
な
く
見
過
ご

し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
講
座
で
い
ろ

い
ろ
勉
強
に
な
り
、
よ
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
す
ぐ
に
で
も
毎
日
の
生
活
の

中
に
役
立
つ
こ
と
が
多
い
の
で
、
家
庭

を
あ
ず
か
る
主
婦
と
し
て
是
非
お
す
す

め
し
ま
す
。

ニ
タ
l
に
本
村
担
当
と
し
て
、
金
沢

リ
マ
子
さ
ん
が
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

任
期
は
印
年
4
月
1
日
か
ら
昭
和

ω年
3
月
別
日
ま
で
の
一
年
間
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
内
容
は
、
消
費
生
活
に
関
係

の
深
い
生
活
関
連
物
資
の
価
格
動
向

や
出
回
り
状
況
の
調
査
報
告
、
情
報

の
提
供
な
ど
が
主
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
最
寄
り
の
商
庖
へ
お
伺
い

し
た
際
に
は
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

蒜生・曲山久美子さん

い
ろ
い
ろ
な
ふ
と
ん

中
わ
た
(
充
填
物
の
種
類
〉

わ
た
、
羊
毛
、
絹
〈
ま
わ
た
〉
、

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
な
ど
の
合
成
繊
維
、

水
鳥
の
羽
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る

他
、
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
な
ど
も
使

わ
れ
ま
す
。
単
独
で
用
い
ら
れ
為

他
、
わ
た
と
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
と
の
混

用
、
わ
た
と
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
と

の
併
用
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
み
て
、
絹
、
合
成
繊
維
‘

羽
は
掛
ふ
と
ん
に
、
羊
毛
は
敷
ふ
と

ん
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。ふ

と
ん
と
健
康

人
体
は
常
に
発
汗
(
水
蒸
気
〉
し

て
い
ま
す
か
ら
、
ふ
と
ん
は
透
湿
性

に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
水
蒸
気
は
①
繊
維
そ
の
も
の
に

吸
湿
さ
れ
て
放
出
さ
れ
る
場
合
と
②

繊
維
と
繊
維
の
聞
を
通
っ
て
放
出
さ

れ
る
場
合
と
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
ふ

と
ん
や
羊
毛
ふ
と
ん
の
場
合
は
①
と

②
に
よ
り
ま
す
か
ら
、
わ
た
の
か
さ

が
多
少
減
っ
て
も
透
湿
性
に
は
大
き

な
変
化
は
生
じ
ま
せ
ん
。
合
繊
ふ
と

ん
の
透
湿
性
は
②
に
よ
り
ま
す
か

ら
、
か
さ
が
減
る
と
透
湿
性
は
急
速

に
悪
化
し
ま
す
。
こ
の
た
め
合
繊
ふ

と
ん
は
、
他
の
ふ
と
ん
の
下
積
み
に

し
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。

干
し
方
と
手
入
れ

。
湿
気
を
と

n
て
保
温
性
を
高
め
、

か
さ
高
が
も
ど
り
、
殺
臨
効
果
も
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
ま
め
に
干
し
ま
し

ゃ
品
よ
J
J
O

。
空
気
の
乾
燥
し
て
い
る
午
前
凶
時

頃
か
ら
午
後
3
時
ぐ
ら
い
ま
で
に
干

し
ま
す
。
わ
た
ふ
と
ん
は
日
干
し
で

2
1
3
時
間
、
合
繊
ふ
と
ん
も
こ
れ

に
準
じ
ま
す
が
、
真
夏
は
陰
干
し
に

す
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

羊
毛
ふ
と
ん
や
絹
の
ふ
と
ん
は
1

1

2
時
間
、
日
干
し
に
す
る
と
き
に

は
、
必
ず
白
い
カ
バ

i
で
覆
い
ま

す
。
ふ
と
ん
は
、
な
る
べ
く
表
と
裏

を
平
均
に
干
す
よ
う
に
し
ま
す
。

。
ベ
ッ
ド
バ
ッ
ド
や
肌
が
け
ふ
と
ん

は
水
洗
い
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
素
材
に
よ
っ
て
は
収
縮
す
る
も

の
も
あ
る
の
で
、
組
成
表
示
な
ど
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

。
羊
毛
ふ
と
ん
は
干
し
て
か
ら
防
虫

剤
を
入
れ
、
密
閉
し
な
い
で
シ
l
ツ

な
ど
で
包
ん
で
か
ら
保
管
し
ま
す
。
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よろしく

ふおおお

初めまして

山111附

先
の
揺
島
県
警
察
官
異
動

に
よ
り
、
泉
郷
駐
在
所
の
警

察
官
が
代
わ
り
ま
し
た
。

伊
藤
重
義
警
部
補
に
代
わ

っ
て
会
津
坂
下
署
か
ら
山
内

保
政
巡
査
部
長
が
魁
任
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

「
地
域
に
早
く
溶
け
込
み

た
い
」
「
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら

気
楽
に
話
し
か
け
ら
れ
る
よ

う
な
良
好
な
関
係
を
も
ち
た

四
月
一
日
付
、
村
職
員
の
人
事
異
動

が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

(
〉
内
は
旧
任
で
す
。

V
総

務

課

・
庶
務
係
長
小
針
一
ニ
ハ
住
民
課
福

祉
係
長
〉

V
住

民

課

・
主
幹
兼
主
任
保
健
婦
兼
保
健
衛
生
係

長
佐
藤
芳
子
(
主
任
保
健
婦
兼
保
健

衛
生
係
長
〉

い
」
と
意
欲
的
な
山
内
巡
査
部
長
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

村
民
の
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

こ
の
四
月
県
警
察
の
定
期
異
動
に
よ

り
ま
し
て
、
会
津
坂
下
警
察
署
か
ら
当

村
泉
郷
駐
在
所
に
ま
い
り
ま
し
た
山
内

保
政
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
地
方
の
勤
務
は
初
め
て
で
あ
り
、

色
々
と
皆
様
方
に
御
迷
惑
を
お
か
け
す

-
福
祉
係
長
関
根
英
夫
(
税
務
課
賦

課
徴
収
係
長
)

・
主
事
鈴
木
孝
〈
産
業
課
主
事
〉

V
税

務

課久
保
木
徳
雄
(
議
会
事
務
局

-
課
長

長〉・
賦
課
徴
収
係
長

課
主
事
)

榊
枝
徳
夫
(
住
民

V
会

計

室

-
室
長

次
長
〉

森
清
重
(
教
育
委
員
会
教
育

V
産

業

課

る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
わ
た
く
し
は
も
と
よ
り
家
族
と

も
ど
も
玉
川
村
民
に
な
り
き
っ
て

「事
件
事
故
の
な
い
明
る
い
我
が
郷

土
玉
川
」
を
目
指
し
努
力
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
前
任
者
同
様
、

よ
り
一
一
層
の
駐
在
所
に
対
す
る
御
理

解
と
御
指
導
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

-
農
業
振
興
係
長

課
主
事
)

・
主
事
鈴
木
一
夫
ハ
水
道
課
主
事
〉

草
野
亀
雄
(
産
業

V
水

道

課

主
事

矢
部
玄
幸
〈
住
民
課
主
事
補
)

V
企

画

課

-
主
幹
兼
企
画
係
長

画
課
企
画
係
長
)

・
主
事
丹
内
一
彦
〈
総
務
課
主
事
)

小
針
康
敬
(
企

V
議
会
事
務
局

-
事
務
局
長

長
)

宗
形
友
三
(
須
釜
電
所

教
職
員
の
定
期
異
動
に
よ
っ
て
、
四

月
一
日
付
け
で
村
内
の
小
・
中
学
校
の

教
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

〈
転
出
さ
れ
た
教
職
員
の
方
々
〉

玉
川
第
一
小
学
校

内

田

利

男

校

長

生
田
自
善
司

教

頭

奥

貫

四

郎

教

諭

仲

田

一

鈴
木
由
美
子

η

橋

本

尚

幸

主

事

川

辺

小

学

校

秋

葉

芳

吉

校

長

武

藤

信

義

教

頭

川

西

恭

子

教

諭

斎

藤

寿

H

須

釜

小

学

校

後

藤

孝

子

教

諭

泉

中

学

校

水
野
=
一
恵
教
諭

V
公

民

館

-
公
民
館
係
長

主
事
〉
V
教
育
委
員
会

" 
浅
川
中

退

職

県
中
教
育
事

務
所
白
岩
小

新
殿
小

里
白
石
小

白
根
小

浅
川
小

退

職
長
沼
小

退

職

榊
枝
幸
男
(
公
民
館

小
林
弘
(
総
務
課
庶
務

-
教
育
次
長

係
長
〉
・
主
査

事
)

溝
井
幸
子
〈
教
育
委
員
会
主

V
須
釜
支
所

-
支
所
長

吉
隆
之
(
会
計
室
長
〉

V
い
ず
み
幼
稚
園

(
転
入
さ
れ
た
教
職
員
の
方
々
)

豆
川
第
一
小
学
校

内

田

宗

涛

校

長

丹

内

正

昭

教

頭

寺

門

広

之

教

諭

長

嶺

隆

夫

H
H

森

み

ゆ

き

講

師

渡
部
ユ
ミ
子
主
事

川

辺

小

学

校

野

口

七

朗

校

長

鈴

木

英

孝

教

頭

深
谷
ヤ
イ
子
教
諭

安

部

佳

子

H
H

須

釜

小

学

校

山

上

達

也

教

諭

泉

中

学

校

西
牧
ひ
と
み
教
諭

須

釜

中

学

校

村

上

進

教

頭

榊

枝

輝

夫

教

諭

芳

賀

善

正

H
リ

須

釜

中

学

校

田

村

寿

雄

教

頭

八

代

昭

教

諭

岩
崎
淳
士
山
教
諭

退

職
石
川
中

須
賀
川
三
中

新浅沢小
採川田平
用小小小

矢
吹
中

新石山
採")11形
用小小

新
採
用

蓬
田
中

小石
平 f/ )11 
中中

-
教
諭

教
諭
)

小
針
敏
子
〈
す
が
ま
幼
稚
園

V
す
が
ま
幼
稚
園

-
教
諭
鈴
木
枝
美
子
(
い
ず
み
幼
稚

園
教
諭
〉

・
助
教
諭

保
母
〉

鈴
木
キ
ク
ミ
(
泉
保
育
所

v 
退

職

-
大
和
田
重
徳
ハ
税
務
課
長
〉

V
新
採
用

-
住
民
課
主
事
補

3
月
白
日
付

4
月

1
日
付

須
釜
信
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窃
知
S
世コーナー

勤
労
者
体
育
セ
ン
一

タ
ー
が
オ
ー
ブ
ン
一

l刷11川川』“刷11山11附i

み
な
さ
ん
の
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

先
月
号
で
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の

内
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
四
月
二

十
二
日
か
ら
み
な
さ
ん
に
開
放
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
利
用
時
間

等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開
放
時
間
:
:
:
午
前
9
時
か
ら
午
後
9

時
ま
で
。

休
館
日
:
:
:
毎
週
月
曜
日
〈
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
〉

料
金
:
:
:
原
則
と
し
て
有
料
で
す
が
、

減
免
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
使
用
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ

は
村
公
民
館
か
須
釜
公
民
館
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

削州11川1“1111訓H州1

村
民
グ
ラ
ン
ド
も
ど
う
ぞ

い
よ
い
よ
ス
ポ
ー
ツ
シ

l
ズ

γ
で
す

ね
。
早
起
き
野
球
を
は
じ
め
各
種
ス
ポ

ー
ツ
に
大
い
に
グ
ラ
ウ
シ
ド
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
開
放
時
間
は
午
前
5
時

か
ら
午
後
7
時
ま
で
。
定
休
日
は
特
に

定
め
て
い
ま
せ
ん
Q

、
ま
た
、
正
面
ゲ
ー

ト
中
央
に
出
入
口
を
設
け
ま
し
た
の
で

朝
、
タ
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等
に
も
気
軽
に

利
用
で
き
ま
す
。

山
の
火
入
れ
に
は

許
可
が
必
要
で
す

お
知
S
曾コ:占
'
B

i
l
a知
S
世コーナー

こ
の
た
び
、
森
林
法
の
改
正
に
伴
い
内
容
は
、
県
内
の
保
健
婦
養
成
所
又

「
火
入
れ
に
関
す
る
粂
例
」
が
三
月
の
は
学
校
に
在
学
し
、
曳
は
在
所
し
て
い

定
例
議
会
で
制
定
さ
れ
、
四
月
一
日
か
る
者
で
あ
っ
て
、
将
来
玉
川
村
の
保
健

ら
火
入
れ
を
行
う
場
合
に
は
事
前
に
許
婦
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
者
に
対

可
申
請
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
し

L
て
、
そ
の
奨
学
に
必
要
な
資
金
を
貸

た

。

与

す

る

制

度

で

寸

。

こ
の
奨
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
は
、
条
例
に
基
づ
い
て
申
請

書
を
村
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
貸
与
を
希
望
す
る
者

は
左
記
に
よ
り
申
請
さ
れ
る
よ
う
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

許
可
の
申
請
は

火
入
れ
を
開
始
す
る
日
の
日
目
前
ま

で
に
火
入
れ
地
、
期
間
、
目
的
、
方
法

防
火
体
制
、
責
任
者
等
を
-記
入
し
た
申

請
書
を
一
通
、
村
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

許
可
の
対
象
期
間
は

一
件
に
つ
き

7
日
以
内
で
す
。

許
可
の
対
象
面
積
は

一
団
地
に
お
け
る
一
回
の
火
入
れ
の

許
可
の
対
象
面
積
は
、

2
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
超
え
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
し
く
は
役
場
産
業
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
婦
養
成
奨
学

資
金
貸
与
制
度
が

で
き
ま
し
た

保
健
事
業
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
村

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に
万
全
を
期

す
た
め
、
こ
の
た
び
本
村
で
は
「
玉
川

村
保
健
婦
養
成
奨
学
資
金
貸
与
条
例
」

を
制
定
し
、
地
域
に
密
着
し
た
保
健
活

動
の
で
き
る
保
健
婦
を
養
成
し
充
実
を

図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

記

、
貸
与
予
定
人
員

、
貸
与
す
る
金
額

内月一
額名

万
円
以

三
、
貸
与
す
忍
期
間

昭
和
五
十
九
年
四
月
よ
り
昭
和

六
十
年
三
月
ま
で
の
修
学
期
間

由
、
貸
与
す
る
者
の
資
格

玉
川
村
に
住
所
、
叉
は
本
籍
を
有

す
る
者
で
あ
っ
て
保
健
婦
助
産
婦

看
護
婦
法
に
基
づ
き
文
部
大
臣
叉

は
厚
生
大
臣
が
指
定
す
る
県
内
の

保
健
婦
養
成
所
、
叉
は
学
校
に
在

学
し
、
叉
は
在
所
し
て
い
る
こ
と

五
、
添
付
書
類

住
民
票
抄
本
、
履
歴
書
、
医
師

の
健
康
診
断
書
、
在
学
証
明
書
、

及
び
学
業
証
明
書
(
叉
は
入
学
前

学
校
の
学
業
成
績
書
〉

六
、
申
請
期
間
昭
和
五
十
九
年
五
月

二
十
日
ま
で

七
、
奨
学
生
の
決
定

面
接
試
験
に
よ
り
村
長
が
決
定

し
ま
す
。

お
知
S
世コ
t晶
'
B

お
知
S
せコーナ・・

行
政
相
談
所
を

開
き
ま
す

五
月
十
三
日
か
ら
一
週
間
は
、
「
春
の

行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
委
員
の
小
山
田
伸
さ
ん

(
玉
川
村
大
字
小
高
字
向
久
保
八
十
五

電
話
二
三

O
二
〉
は
、
行
政
管
理
苛
か

ら
委
嘱
さ
れ
て
、
犀
な
ど
の
役
所
の
仕

事
に
対
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
扱
っ

て
お
り
、
次
に
よ
り
相
談
所
を
開
き
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

月
日
昭
和
五
十
九
年
五
月
十
七
日

時
間
午
後
一
時
J
四
時

場
所
玉
川
村
役
場
北
庁
舎
会
議
室

一
口
医
学

古
く
ぎ
を

踏
ん
だ
と
き

日
曜
大
工
や
庭
仕
事
な
ど
を
じ
て

い
て
古
く
ぎ
を
踏
む
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
出
血
も
少
な
い
た
め
、
く

ぎ
の
刺
し
き
ず
ぐ
ら
い
に
し
か
考
え

な
い
人
が
多
い
の
で
す
が
、
古
く
ぎ

に
泥
や
さ
び
が
つ
い
て
い
て
、
化
膿

(
の
う
〉
菌
や
破
傷
風
菌
に
感
染
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

古
く
ぎ
を
踏
ん
だ
と
き
は
、
傷
口

税
に
不
服
、
が
あ
る

と
き
は
異
議
申
立

て
が
で
き
ま
す

税
務
署
長
の

行
っ
た
税
額
の

更
正
や
決
定
、

財
産
差
押
え
な

ど
の
処
分
に
つ

い
て
納
得
が
い

か
な
い
方
の
た

め
に
、
税
務
署

長
に
対
す
る
「
異
議
申
立
て
」
や
国

税
不
服
審
判
所
長
に
対
す
る
「
審
査

請
求
」
な
ど
の
制
度
、
が
あ
る
こ
と
を

ご
存
知
で
す
か
。
詳
し
く
は
、
お
近

く
の
税
務
署
や
仙
台
国
税
不
服
審
判

所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

O
仙
台
国
税
不
服
審
判
所

電
話
会
=
三
一
)
二
一

l
七
五
六

か
ら
血
を
し
ぼ
り
出
す
よ
う
に
し

て
、
ば
い
菌
を
押
し
出
し
、
消
毒
ガ

ー
ゼ
を
当
て
て
病
院
に
行
き
ま
す
。

医
師
に
踏
ん
だ
く
ぎ
を
見
せ
、
ど

ん
な
と
こ
ろ
の
く
ぎ
だ
っ
た
か
を
報

告
し
ま
す
。

怖
い
の
は
破
傷
風
で
、
ひ
と
た
び

発
病
す
る
と
死
亡
率
が
非
常
に
高

い
。
予
防
に
は
破
傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド

の
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

土
木
や
建
築
工
事
な
ど
、
汚
れ
た

傷
を
受
け
や
す
い
人
は
、
あ
ら
か
じ

め
こ
の
注
射
を
受
け
て
お
く
べ
き
で

す。
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自

動

車

税

の

一

納

期

限

は

一

|

|

5
月
引
日
ま
で
で
す
し

自
動
車
税
は
、
四
月
一
日
現
在
で
自

動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
に
対
し
、
五

月
三
十
一
日
を
納
期
限
と
し
て
課
税
さ

れ
ま
す
。

納
税
通
知
書
は
、
五
月
上
旬
に
送
付

今
月
の
納
税

軽
自
動
車
税
(
会
期
分
〉

固
定
資
産
税
(
一
期
分
〉

納
期
限
は
五
月
二
十
五
日
(
金
〉

ま
で
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し

ょ
λ
ノ
。

さ
れ
ま
す
の
で
早
自
に
納
め
ま
し
ょ

。

〉
円
J

な
お
、
今
年
度
よ
り
税
率
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
身
体
の
不
自
由
な
か
た
で
、

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
自

動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
該
当
さ
れ

る
か
た
は
五
月
二
十
四
日
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
県
税
事
務
所
ま
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

郡
山
県
税
事
務
所

電
話
歪
一
四
九
)
二
一
一
丁
六
一
六
一

住
民
課
衛
生
関
係

事

業

予

定

1
日
(
火
)
妊
婦
検
診

(
西
部
〉
午
後
1

初
分
J

母
子
セ

シ
タ

l

ロ
日
(
土
〉
母
親
学
級

就
改
セ

γ
タ

1

午
前
9
時
初
分
J

妊
婦
検
診

ハ
東
部
〉
母
子

セ
ン
タ
ー
午
後
1
時

ω

分

J
ポ

リ

オ

ワ

ク

チ

ン

須

釜

公

民

館

午

後
1
時
初
分

乳
幼
児
検
診
母
子
セ
ン

タ

ー

午

後

1
時
初
分
J

ポ

リ

オ

ワ

ク

チ

ン

就

改

セ
ン
タ
ー
午
後
1
時

ω

分
J

干
側
仙
台
市
本
町
3
の
2
の
お
い

…

国

税

専

門

官

募

集

人

事
院
東
北
事
務
局

郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る
と
}

大
学
手
業
主
変

1

5
、
封
筒
の
表
に
朱
書
き
で
「

E

-
e
d
-
-
d
d
・
-
=
=
4
1
t

税
請
求
」
と
書
き
、
内
円
切
手
を
貼
内

っ
た
宛
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
〈

~
こ
の
ほ
ど
人
事
院
で
は
、
昭
和
印

4
月
1
日

生

ま

れ

の

者

同

封

の

こ

と

。

日

山
年
度
国
税
専
…
川
官
を
左
記
の
要
領
で

V
採
用
予
定
数

A

O

受

験

の

申

込

先

~

川
募
集
し
ま
す

約

6
0
0
名

干

捌

仙

台

市

本

町

3
の
3
の
1

~

…

V
受
付
期
間

A

V

試
験
日
・
試
験
種
目
A

仙

台

国

税

局

…

5
月
刊
日
(
水
〉

J

5
月

幻

日

第

1
次
試
験
:
:
:
7
月
7
日
・

8
日
郵
便
で
受
験
の
申
込
み
を
す
る
と
ん

(

水

)

第

2
次
試
験
:
:
:
9
月
日
日

-
U
日
き
は
、
封
筒
の
表
に
朱
書
き
で
「
国
税
山

受
験
」
と
書
き
、
必
ず
書
留
郵
便
に

d

い

V
受
験
資
格

A

V

受

験

手

続

き

企

・

~

す
る
こ
と
。
ま
た
、
申
込
書
の
郵
便
川

一

昭

和

認

年

4
月
2
日
J
昭
和
差
一
，

O
申

込

用

紙

請

求

先

は

が

き

に

ω円
切
手
を
貼
る
こ
と
。
~

f
t・g
・-
J
i
t
-
-
-
i
f
-
-
5
2
1
t
{
-
i
i
t
-
-
t
y〉
}
、
rEf--tt・
〉
〉
3
1・
{
(
〈
〈

r
E
{〈
{
2〉.、
{
{
f
z
t
J
}
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日
日
(
火
)

お
日
〈
水
〉

M
日
(
木
〉

お
日
(
金
)

社〈協より

弐万也円 拾万也円 壱万也円

j辺熊丈の田男んさより11 

壱万也円

すげま。

守二週がとっあ砂

須釜南川 地 山小屋吉 北須釜須南釜 w 中 地区 ( 
i 辺 区ハ

お お

一一
涯熊亡者死氏名 万分 く 矢須童美子石吉小小生児氏名出 分見

め
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ハヤ

ルス 死亡み 俊 正樹愛美雅史子 書正届則 た
90 80 堂μ 書由ミ

義勝正直清清者保護名
儀丈 台、
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村のようす
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五
品
川

な

野

β
瞳

h
u
a

あ
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d
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桜
の
花
も
こ
の
と
こ
ろ
の
ぽ
か
ぽ
か

陽
気
に
さ
そ
わ
れ
て
一
斉
に
咲
き
だ
し

ま
し
た
。

先
月
号
か
ら
ふ
る
さ
と
を
遠
く
離
れ

て
い
る
方
々
に
広
報
を
発
送
し
ま
し
た

が
、
そ
の
方
々
か
ら
心
あ
た
た
ま
る
礼

状
が
何
通
も
届
き
ま
し
た
。
「
な
つ
か
し

さ
で
い
っ
ぱ
い
同
こ
れ
か
ら
楽
し
み
が

一
つ
増
え
た
」
な
ど
、
励
み
に
な
る
言

葉
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
親
し
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
農
繁
期
。
朝
早
く
か
ら
ト

ラ
ク
タ
ー
や
耕
運
機
の
エ
ン
ジ
γ
の
音

が
鳴
り
響
い
て
い
ま
す
。
農
作
業
を
ス

ム
ー
ズ
に
、
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
に

も
仕
事
始
め
に
は
機
械
点
検
や
整
備
を

お
忘
れ
な
く
。
ま
た
、
十
分
な
休
息
を

と
っ
て
疲
れ
を
持
ち
越
さ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。




